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コ
ロ
ナ
禍
を
境
に
消
え
た
子

供
達
の
姿
を
教
会
に
見
つ
け

る
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
ず
共
に
手
を
合
わ
せ

て
祈
る
。
教
会
学
校
の
時
間

を
利
用
し
て
、ロ
ザ
リ
オ
を
唱

え
て
み
ま
し
た
。
思
い
の
他

反
応
が
良
く
、子
供
達
は
要

領
を
得
て
し
ま
う
と
、唱
え

る
声
に
も
感
情
を
込
め
る
。

特
に
低
学
年
の
子
供
が
声
に

し
た
祈
り
は
、癒
や
し
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
▲
唱
え
て

い
る
最
中
に
や
っ
て
来
た
巡

礼
者
は
、そ
の
ま
ま
留
ま
り
、

共
に
唱
え
な
が
ら
様
子
を
う

か
が
っ
て
い
ま
し
た
。
子
供

達
が
唱
え
る
ロ
ザ
リ
オ
と
姿

が
も
の
珍
し
か
っ
た
ら
し
く
、

「
う
ら
や
ま
し
い
」
と
の
感
想

を
口
に
し
て
帰
り
ま
し
た
。

今
で
も
子
供
達
が
声
に
し
て

唱
え
て
い
る
ロ
ザ
リ
オ
、そ
の

喜
び
と
感
動
を
、訪
ね
た
先

の
教
会
で
体
験
で
き
た
。
巡

礼
に
出
か
け
た
人
へ
の
ご
褒

美
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
▲
幼
い
頃
は
ど
こ
の
教
会

で
も
見
か
け
た
光
景
で
し
た
。

友
達
と
大
き
な
声
で
ロ
ザ
リ

オ
を
唱
え
て
、聖
歌
を
歌
い
、

帰
り
際
に
ア
ニ
マ
ル
・
ビ
ス

ケ
ッ
ト
や
飴
を
も
ら
っ
て
帰

る
。
口
に
入
れ
た
飴
の
味
が

懐
か
し
く
、聖
歌
を
ハ
ミ
ン
グ

し
て
帰
る
と
褒
め
ら
れ
た
あ

の
頃
と
は
違
っ
て
も
、子
供
が

共
に
祈
る
姿
は
、誰
か
を
癒

や
す
▲
祈
り
は
無
力
で
は
な

い
。
幼
い
子
供
の
祈
り
に
癒

や
さ
れ
て
、見
え
る
時
代
の
変

化
に
気
づ
く
信
仰
。
失
い
つ

つ
あ
る
原
風
景
を
求
め
て
祈

ら
な
け
れ
ば
、い
つ
ま
で
も
気

づ
か
な
い
時
代
の
変
化
。
気

づ
か
せ
て
く
れ
る
の
も
祈
る

姿
と
声
。
取
り
戻
す
た
め
に

で
き
る
こ
と
は
、祈
る
こ
と
。

祈
ら
な
け
れ
ば
気
づ
け
な
い

時
代
の
変
化
。
祈
り
の
褒
美

は
ど
ん
な
味
？ 

（
山
）

シ
ノ
ド
ス
第

シ
ノ
ド
ス
第
1616
回
通
常
総
会

回
通
常
総
会

と
も
に
歩
む
教
会
の
た
め

と
も
に
歩
む
教
会
の
た
め

第
１
会
期

第
１
会
期  

1010
月
４
日
か
ら

月
４
日
か
ら
2929
日
ま
で

日
ま
で

　
「
と
も
に
歩
む
教
会
の
た
め

―
交
わ
り
、参
加
、そ
し
て
宣

教
―
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
世

界
代
表
司
教
会
議
（
シ
ノ
ド

ス
）
第
16
回
通
常
総
会
の
第

１
会
期
が
、10
月
４
日
（
水
）

バ
チ
カ
ン
で
始
ま
っ
た
。
10

月
29
日
（
日
）
ま
で
開
催
。

　

４
日
午
前
、教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
は
バ
チ
カ
ン
の
聖
ペ
ト
ロ

広
場
に
集
っ
た
約
２
万
５
千

人
の
信
者
ら
を
前
に
、
１
２

０
人
の
枢
機
卿
、
３
７
０
人

の
シ
ノ
ド
ス
参
加
司
教
ら
と

開
会
ミ
サ
を
行
わ
れ
、同
シ
ノ

ド
ス
総
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。

　

教
皇
は
開
会
ミ
サ
の
説
教

の
中
で
、時
代
の
荒
波
の
中

を
行
く
教
会
の
態
度
を
、聖

ヨ
ハ
ネ
23
世
が
第
２
バ
チ
カ

ン
公
会
議
の
開
会
の
席
で
述

べ
た
「
第
一
に
必
要
な
の
は
、

教
会
が
古
来
の
人
々
か
ら
受

け
取
っ
た
真
理
の
遺
産
か
ら

決
し
て
目
を
そ
ら
さ
ず
、同

時
に
、新
し
い
状
況
、新
し
い

生
き
方
を
も
た
ら
し
、新
し

い
使
徒
職
の
道
を
開
い
た
、

今
日
を
も
見
つ
め
る
こ
と
で

あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
も
っ

て
示
さ
れ
た
。
ま
た
、教
皇

は
、ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
16
世
が
２

０
１
２
年
の
シ
ノ
ド
ス
中
の

黙
想
で
述
べ
た
、「
わ
た
し

た
ち
に
と
っ
て
の
問
題
と
は
、

『
神
は
お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

大
い
な
る
沈
黙
を
破
り
、ご

自
身
を
現
さ
れ
た
。
で
は
、

わ
た
し
た
ち
は
、そ
れ
が

人
々
の
救
い
と
な
る
よ
う
に
、

い
か
に
し
て
こ
の
事
実
を
今

日
の
世
界
に
伝
え
る
か
』
と

い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う

言
葉
を
引
用
。
こ
の
問
い
を

本
質
的
な
も
の
と
さ
れ
た
教

皇
は
、「
人
類
を
い
つ
く
し
み

を
も
っ
て
見
つ
め
る
教
会
と

な
る
た
め
に
、わ
た
し
た
ち
の

眼
差
し
を
再
び
神
に
注
ぐ
こ

と
、こ
れ
が
シ
ノ
ド
ス
の
優
先

的
課
題
で
あ
る
」
と
説
か
れ

た
。（
バ
チ
カ
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
）

　

４
日
午
後
は
パ
ウ
ロ
６
世

ホ
ー
ル
で
第
１
回
全
体
会
議

が
行
わ
れ
、教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
導
入
の
言
葉
、シ
ノ
ド
ス

事
務
局
長
マ
リ
オ
・
グ
レ
ッ

ク
枢
機
卿
の
あ
い
さ
つ
、シ
ノ

ド
ス
総
会
議
長
ジ
ャ
ン
＝
ク

ロ
ー
ド
・
オ
ロ
リ
ッ
シ
ュ
枢
機

卿
の
基
調
講
話
な
ど
が
行
わ

れ
た
。

　

５
日
（
木
）
午
前
、最
初
の

分
科
会
が
35
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
行
わ
れ
た
。
分
科

会
は
討
議
要
綱
に
沿
っ
て
考

察
が
進
め
ら
れ
、午
後
も
続
い

た
。
６
日
（
金
）
以
降
も
全

体
会
議
や
分
科
会
が
開
か
れ
、

12
日
（
木
）
午
前
に
は
第
６

回
分
科
会
が
あ
り
、こ
の
朝
、

会
議
開
始
前
の
祈
り
で
、参
加

者
は
中
東
と
世
界
の
平
和
の

た
め
の
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

（
10
月
13
日
現
在
）

聖
ト
マ
ス
西
と
十
五
殉
教
者
祭

〝
神
は
弱
さ
を
通
し
て
で
も
導
く
〟

〝
神
は
弱
さ
を
通
し
て
で
も
導
く
〟

　

９
月
24
日
（
日
）
中
町
教

会
で
聖
ト
マ
ス
西
と
十
五
殉

教
者
祭
が
行
わ
れ
た
。
２
０

２
０
年
以
降
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
で
長

崎
大
司
教
区
主
催
と
し
て
の

実
施
が
見
送
ら
れ
て
い
た

が
、今
年
は
教
区
主
催
、長
崎

南
地
区
評
議
会
担
当
で
開
催

さ
れ
た
。　

14
時
か
ら
教
会

敷
地
の
同
殉
教
者

記
念
庭
園
で
中
村

倫
明
大
司
教
が
記

念
碑
に
献
花
・
献

香
を
し
、皆
で
祈
り

を
さ
さ
げ
、そ
の
後

聖
堂
内
に
移
動
し

て
「
聖
ト
マ
ス
西

と
十
五
殉
教
者
の

玄
義
に
よ
る
ロ
ザ

リ
オ
の
祈
り
」
を

唱
え
た
。
15
時
か

ら
の
殉
教
記
念
ミ

サ
は
、中
村
大
司
教

が
主
司
式
を
、22
人
の
司
祭

団
が
共
同
司
式
を
務
め
、集

ま
っ
た
約
２
２
０
人
の
信
徒

ら
と
と
も
に
祈
り
を
さ
さ
げ

た
。

　

ミ
サ
の
説
教
を
担
当
し
た

イ
エ
ズ
ス
会
の
デ
・
ル
カ
・

レ
ン
ゾ
師
（
二
十
六
聖
人
修

道
院
）
は
、こ
の
日
朗
読
さ

れ
た
聖
書
の
箇
所
（
マ
カ
バ

イ
記
二
７
・
１
－
２
、
９
－

14
、ペ
ト
ロ
の
手
紙
一
４
・

12
－
19
）
が
示
す
意
味
を
分

か
り
や
す
く
説
き
な
が
ら
、

福
音
書
（
ヨ
ハ
ネ
12
・
24

－
26
）
の
言
葉
「
一
粒
の
麦

は
、地
に
落
ち
て
死
な
な
け

れ
ば
、一
粒
の
ま
ま
で
あ
る
。

だ
が
、死
ね
ば
、多
く
の
実

を
結
ぶ
」
を
引
き
、ど
の
時

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、

ロ
ー
マ
時
間
９
月
16
日
正
午

（
日
本
時
間
同
日
19
時
）、ミ

ラ
ノ
外
国
宣
教
会
の
ア
ン
ド

レ
ア
・
レ
ン
ボ
（Andrea 

Lembo

）
師
を
、東
京
大
司

教
区
の
補
佐
司
教
に
任
命
す

る
と
発
表
し
た
。

　

司
教
叙
階
式
は
12
月
16
日

（
土
）
に
行
わ
れ
る
予
定
。

　

東
京
大
司
教
区
に
補
佐
司

教
が
誕
生
す
る
の
は
、幸
田

和
生
司
教
（
２
０
０
５
年
２

月
就
任
）
が
、18
年
６
月
に

引
退
し
て
以
来
５
年
ぶ
り
と

な
る
。

略
歴

　

１
９
７
４
年
５
月
23
日
イ

タ
リ
ア
共
和
国
ロ
ン
バ
ル

デ
ィ
ア
州
ベ
ル
ガ
モ
県
ト
レ

ヴ
ィ
ー
リ
オ
に
生
ま
れ
る
。

74
年
11
月
24
日
ト
レ
ヴ
ィ
ー

リ
オ
聖
ペ
ト
ロ
使
徒
教
会
で

受
洗
。
２
０
０
３
年
６
月 

７
日
助
祭
叙
階
。
04
年
６
月

12
日
司
祭
叙
階
。
09
年
４
月

来
日
、東
京
で
日
本
語
研
修

（
11
年
３
月
ま
で
）。
11
年
４

月
～
12
年
３
月
板
橋
教
会
助

任
。
12
年
４
月
～
17
年
３
月

習
志
野
教
会
助
任
。
14
年
４

月
～
21
年
２
月
一
般
社
団
法

人
船
橋
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ガ

リ
ラ
ヤ
」
副
理
事
長
。
17
年

４
月
～
23
年
３
月
府
中
教
会

主
任
。
17
年
５
月
か
ら
カ
ト

リ
ッ
ク
・
ミ
ラ
ノ
外
国
宣
教

会
管
区
長
。
21
年
２
月
一
般

社
団
法
人
船
橋
学
習
セ
ン

タ
ー
「
ガ
リ
ラ
ヤ
」
理
事
長
。

21
年
６
月
か
ら
公
益
財
団
法

人
真
生
会
館
理
事
長
。

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
８
月
15

日
（
火
）、「
大
阪
教
区
と
高
松
教

区
を
統
合
し
、新
た
に
大
阪
・
高

松
大
司
教
区
を
設
立
、そ
の
初
代

大
司
教
と
し
て
前
田
万
葉
枢
機

卿
を
任
命
す
る
」と
発
表
さ
れ
た
。

「大阪高松大司教区」設立
日本の教会 新たに15教区に

　

大
阪
高
松
大
司
教
区
設
立
式

ミ
サ
は
、10
月
９
日
（
月
）
13
時

か
ら
大
阪
聖
マ
リ
ア
大
聖
堂（
玉

造
教
会
）
で
行
わ
れ
た
。
前
田

大
司
教
の
主
司
式
、司
教
・
司

祭
団
の
共
同
司
式
の
も
と
、修

道
者
、信
徒
ら
が
参
列
し
祈
り

を
さ
さ
げ
た
。
ミ
サ
の
冒
頭
、駐

日
教
皇
庁
の
リ
ヴ
ェ
・
フ
ァ
ブ

リ
ス
臨
時
代
理
大
使
か
ら
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、ロ
ー
マ
か
ら
届
い

た
教
皇
に
よ
る
「
設
立
の
大
勅

書
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

派
遣
の
祝
福
の
後
は
設
立
記

念
式
へ
と
続
き
、日
本
司
教
協
議

会
を
代
表
し
て
大
塚
喜
直
司
教

（
京
都
教
区
）
が
祝
辞
を
、
２
０

２
２
年
９
月
26
日
ま
で
高
松
教

区
を
導
い
た
諏
訪
榮
治
郎
名
誉

司
教
と
、前
田
大
司
教
（
大
阪
高

松
教
区
）
が
感
謝
と
祝
福
の
言

葉
を
述
べ
、酒
井
俊
弘
補
佐
司

教
（
同
）
が
閉
会
の
あ
い
さ
つ

を
し
た
。
こ
れ
ら
の
様
子
は
ラ

イ
ブ
配
信
さ
れ
た
。

　

大
阪
高
松
大
司
教
区
の
設
立

に
よ
り
、日
本
の
教
会
は
15
教
区

に
。
新
大
司
教
区
の
保
護
の
聖

人
は
「
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
」。
司

教
座
聖
堂
は
大
阪
聖
マ
リ
ア
大
聖

堂
、事
務
局
の
所
在
地
は
玉
造
。

た
だ
、新
宗
教
法
人
と
し
て
の
開

始
日
は
未
定
で
、そ
れ
ま
で
は
両

教
区
（
宗
教
法
人
）
が
こ
れ
ま
で

通
り
業
務
を
継
続
す
る
。

※
新
大
司
教
区
設
立
の
発
表
当

初
は
「
着
座
式
」
を
行
う
旨
が

伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、福
音
宣
教

省
か
ら
着
座
式
を
す
る
必
要
は

な
い
と
の
連
絡
を
受
け
、設
立
式

の
み
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
（
10
月
３
日
付
お
知
ら
せ
）。

代
に
も
迫
害
が
あ
り
殉
教
す

る
人
た
ち
が
い
た
こ
と
、一

度
は
背
教
し
た
人
も
「
神
は

決
し
て
見
放
さ
な
い
」
と
い

う
信
仰
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

戻
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、そ

の
神
へ
の
信
仰
が
、場
合
に

よ
っ
て
小
さ
な
こ
と
の
中
で

現
代
の
私
た
ち
に
問
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
語
っ
た
。

　
「
私
た
ち
は
こ
の
16
人
を

偉
大
な
人
だ
と
見
て
い
ま

す
。
そ
の
通
り
で

す
が
、彼
ら
こ
そ
自

分
の
弱
さ
を
捨
て
、

神
様
を
信
頼
し
委

ね
ま
し
た
。
神
様

は
私
た
ち
の
弱
さ

を
通
し
て
で
も
導

い
て
く
だ
さ
る
。

そ
れ
は
彼
ら
の
時

代
だ
け
で
な
く
、現

代
も
そ
う
で
す
。

神
父
が
１
人
も
い

な
く
な
っ
た
日
本

の
中
で
も
神
は
導

い
て
く
だ
さ
っ
た
。

私
た
ち
は
若
い
人
が
あ
ふ

れ
、召
命
が
増
え
る
教
会
を

望
み
祈
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、同
時
に
、今
の
弱
さ

を
通
し
て
も
神
様
が
働
い
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
、福

音
宣
教
へ
と
、人
々
を
救
え

と
呼
ん
で
く
だ
さ
る
神
様
が

い
る
と
い
う
信
仰
を
新
た
に

し
て
、彼
ら
の
と
り
な
し
を

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

結
ん
だ
。

　

ミ
サ
の
終
わ
り
に
中
村
大

司
教
が
あ
い
さ
つ
を
し
、多

く
の
方
の
参
加
と
奉
仕
に
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も

に
、召
命
の
た
め
、宣
教
の
た

め
に
あ
ら
た
め
て
祈
り
を
呼

び
か
け
た
。

　

城
山
教
会
所
属
の
男
子
高

校
生
は
「
用
事
の
た
め
前
晩

ミ
サ
に
行
け
ず
、家
族
か
ら

こ
の
ミ
サ
の
こ
と
を
教
え
て

も
ら
い
、時
間
が
ち
ょ
う
ど

合
っ
て
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
26
聖
人
は
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、16
聖
人
は

あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
中
町
教
会
に
は
小
学
生

の
と
き
に
聖
歌
の
集
ま
り
で

来
て
以
来
で
す
。
聖
歌
隊

の
歌
声
も
き
れ
い
で
し
た
。

帰
っ
た
ら
家
族
に
今
日
の
こ

と
を
伝
え
ま
す
」
と
話
し
て

い
た
。

　

聖
ト
マ
ス
西
と
十
五
殉
教

者
は
、
１
６
３
３
年
か
ら
37

年
ま
で
の
間
に
西
坂
で
殉
教

し
た
。
日
本
人
９
、ス
ペ
イ

ン
人
４
、イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン

ス
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
各
１
人
。

１
９
８
１
年
２
月
17
日
に
聖

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
教
皇

に
よ
り
マ
ニ
ラ
で
列
福
、87

年
10
月
18
日
に
バ
チ
カ
ン
で

列
聖
さ
れ
た
。
記
念
日
は
９

月
28
日
。
中
町
教
会
は
「
聖

ト
マ
ス
西
と
十
五
殉
教
者
」

に
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
る
。

写真は２枚とも大阪高松大司教区 YouTube チャンネルより

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、イ
ス
ラ
エ
ル

と
パ
レ
ス
チ
ナ
間
の
情
勢
を
受
け
、10
月

17
日
（
火
）、10
月
27
日
（
金
）
を
祈
り

と
断
食
の
日
と
し
、世
界
の
平
和
を
求
め

る
人
々
と
一
致
す
る
よ
う
招
か
れ
ま
し

た
。
教
皇
の
意
向
に
心
を
合
わ
せ
、引
き

続
き
祈
り
ま
し
ょ
う
。

世界平和のために祈る世界平和のために祈る

ア
ン
ド
レ
ア
・
レ
ン
ボ
師（
ミ
ラ
ノ
　
　

外
国
宣
教
会
）

東
京
大
司
教
区
補
佐
司
教
に
任
命

東
京
大
司
教
区
補
佐
司
教
に
任
命
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１
．「
と
も
に
」

　
「
わ
た
し
も
三
位
一
体
の
神
を
証
し
、自
ら
を
与
え
る

パ
ン
に
な
り
た
く
て
、紋
章
の
言
葉
を
ラ
テ
ン
語
で『
キ

リ
ス
ト
の
よ
う
に�

キ
リ
ス
ト
と
と
も
に�

与
え
る
こ

と
』
に
し
ま
し
た
」。
２
０
２
２
年
２
月
の
着
座
式
の

記
念
カ
ー
ド
の
紋
章
の
説
明
だ
。「
と
も
に
」
は
、中
村

倫
明
大
司
教
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
。

　

信
徒
発
見
１
５
０
周
年
に
当
た
る
２
０
１
５
年
を
祝

う
形
で
「
教
区
代
表
者
会
議
（
シ
ノ
ド
ス
）」
は
開
催

さ
れ
た
。数
年
の
準
備
の
間
、教
区
全
体
の「
結
び
つ
き
」

を
確
認
し
発
展
さ
せ
た
。「
会
議
も
大
切
で
す
が
、話
し

合
う
た
め
に
は
福
音
に
基
づ
い
た
も
の
の
見
方
や
考
え

方
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」「
教
区
の
活

性
化
は
わ
た
し
た
ち
の
心
と
生
き
方
の
絶
え
ざ
る
刷
新

に
か
か
っ
て
い
ま
す
」（
髙
見
三
明
前
大
司
教
年
頭
教

書
か
ら
『
よ
き
お
と
ず
れ
』
２
０
１
０
年
１
月
号
）。「
参

加
し
、交
わ
り
、宣
教
す
る
教
会
づ
く
り
」
を
視
野
に
置

き
な
が
ら
、「
長
崎
教
区
を
将
来
に
向
け
て
具
体
的
に

ど
う
す
る
か
」
と
い
う
大
き
な
問
題
に
つ
い
て
、聖
霊

の
導
き
の
も
と「
教
区
全
体
で
考
え
、知
恵
を
出
し
合
っ

て
具
体
的
な
方
向
づ
け
」
を
行
う
た
め
で
あ
っ
た
。

２
．「
と
も
に
」の
精
神
を
生
き
る

　

８
年
前
の
教
区
代
表
者
会
議
で
は
、
９
つ
の
提
言
と

と
も
に
「
基
本
方
針
」
と
し
て
「
小
共
同
体
づ
く
り
」、

福
音
化
推
進
部
主
体
の
「
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
長
崎
」

推
進
を
、ま
た
優
先
課
題
と
し
て
信
仰
養
成
部
主
体
の

「
カ
テ
キ
ス
タ
養
成
」
を
選
ん
だ
。

　

時
は
進
み
、昨
年
末
に
教
区
シ
ノ
ド
ス
担
当
司
祭
が

任
命
さ
れ
、今
年
に
入
り
「
一
緒
に
長
崎
の
教
会
を
盛

り
上
げ
る
」
と
の
意
気
込
み
の
中
で
確
認
さ
れ
た
こ
と

の
一
つ
は
、こ
の
働
き
や
動
き
が
「
会
議
の
た
め
、推
進

チ
ー
ム
や
組
織
」の
た
め
で
は
な
く「
福
音
」の
た
め「
キ

リ
ス
ト
を
宣
べ
伝
え
る
」た
め
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

各
地
区
か
ら
の
意
見
は
多
様
で
あ
る
。「
優
先
課
題
に

つ
い
て
司
祭
は
関
心
が
薄
く
、協
力
関
係
も
で
き
て
い

な
い
。
信
仰
養
成
や
召
命
な
ど
、根
本
的
で
大
切
な
課

題
に
絞
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
教
区
シ
ノ
ド
ス
担

当
司
祭
に
は
、委
員
長
に
提
案
し
て
い
く
よ
う
な
役
割

を
担
っ
て
ほ
し
い
。
教
区
シ
ノ
ド
ス
で
達
成
で
き
た
こ

と
は
何
か
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
振
り
返
る
こ
と
が
必

要
。
組
織
や
担
当
者
相
互
の
関
係
性
や
、責
任
の
所
在

を
一
度
整
理
し
、明
確
に
し
て
ほ
し
い
。
委
員
会
が
多

過
ぎ
る
。
組
織
を
ス
マ
ー
ト
化
し
て
ほ
し
い
。
司
祭
一

人
へ
の
負
担
が
大
き
く
、司
牧
が
手
薄
に
な
る
。
委
員

会
を
信
徒
に
開
く
こ
と
も
含
め
て
再
考
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
多
数
で
あ
る
。

　

教
区
の
新
し
い
理
念
と
優
先
課
題
に
向
か
い
合
い
、

意
見
を
聞
き
な
が
ら
そ
の
目
標
を
共
有
し
た
い
。

貴弘

長崎市花園町 23-17 立岩公園前

長崎教区の課題「ひとつになる」長崎教区の課題「ひとつになる」
教区本部事務局長　葛嶋�秀信

　　

2121
世
紀
を
迎
え
た
と
き
、当
時
の

世
紀
を
迎
え
た
と
き
、当
時
の

教
区
司
教
、島
本
要
大
司
教
の
導
き

教
区
司
教
、島
本
要
大
司
教
の
導
き

の
も
と
、時
代
に
対
応
す
る
べ
く
改

の
も
と
、時
代
に
対
応
す
る
べ
く
改

革
さ
れ
た
長
崎
教
区
の
新
体
制
が

革
さ
れ
た
長
崎
教
区
の
新
体
制
が

始
動
し
た
。
同
時
に
「
宣
教
す
る

始
動
し
た
。
同
時
に
「
宣
教
す
る

教
会
を
め
ざ
し
て
」
の
祈
り
が
つ

教
会
を
め
ざ
し
て
」
の
祈
り
が
つ

く
ら
れ
、折
に
触
れ
こ
の
祈
り
が
唱

く
ら
れ
、折
に
触
れ
こ
の
祈
り
が
唱

え
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、教
区
の

え
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、教
区
の

す
べ
て
の
人
が
一
丸
と
な
っ
て
「
宣

す
べ
て
の
人
が
一
丸
と
な
っ
て
「
宣

教
す
る
教
会
を
め
ざ
し
て
」
取
り

教
す
る
教
会
を
め
ざ
し
て
」
取
り

組
む
べ
く

組
む
べ
く
1111
の
委
員
会
が
発
足
、活

の
委
員
会
が
発
足
、活

動
を
開
始
し
た
。

動
を
開
始
し
た
。

　

あ
れ
か
ら

　

あ
れ
か
ら
2020
年
以
上
が
経
ち
、社

年
以
上
が
経
ち
、社

会
情
勢
も
教
会
を
取
り
巻
く
環
境

会
情
勢
も
教
会
を
取
り
巻
く
環
境

も
変
化
し
続
け
る
中
、全
世
界
で
進

も
変
化
し
続
け
る
中
、全
世
界
で
進

め
ら
れ
て
い
る
シ
ノ
ド
ス
第

め
ら
れ
て
い
る
シ
ノ
ド
ス
第
1616
回回

通
常
総
会
（
テ
ー
マ
「
と
も
に
歩

通
常
総
会
（
テ
ー
マ
「
と
も
に
歩

む
教
会
の
た
め

む
教
会
の
た
め
――
交
わ
り
、参
加
、

交
わ
り
、参
加
、

そ
し
て
宣
教

そ
し
て
宣
教
――
」）
の
歩
み
と
同

」）
の
歩
み
と
同

様
、長
崎
教
区
で
も
「
と
も
に
歩
む
」

様
、長
崎
教
区
で
も
「
と
も
に
歩
む
」

こ
と
が
さ
ら
に
呼
び
か
け
ら
れ
て

こ
と
が
さ
ら
に
呼
び
か
け
ら
れ
て

い
る
。

い
る
。

　

長
崎
教
区
の
現
勢
統
計
を
見
る

　

長
崎
教
区
の
現
勢
統
計
を
見
る

と
、信
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
、信
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
だ
。
ま
た
、教
区
が
抱

と
は
明
ら
か
だ
。
ま
た
、教
区
が
抱

え
る
課
題
も
い
っ
そ
う
切
実
な
も

え
る
課
題
も
い
っ
そ
う
切
実
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
が
、教
区
が
教
会

の
と
な
っ
て
い
る
が
、教
区
が
教
会

の
使
命
（
福
音
宣
教
）
を
生
き
る

の
使
命
（
福
音
宣
教
）
を
生
き
る

上
で
そ
れ
ら
の
課
題
に
ど
の
よ
う

上
で
そ
れ
ら
の
課
題
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
か
を

に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
か
を

あ
ら
た
め
て
確
認
し
共
有
し
て
い

あ
ら
た
め
て
確
認
し
共
有
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。
教

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。
教

区
本
部
事
務
局
長
の
葛
嶋
秀
信
師

区
本
部
事
務
局
長
の
葛
嶋
秀
信
師

に
、長
崎
教
区
の
課
題
と
組
織
立
っ

に
、長
崎
教
区
の
課
題
と
組
織
立
っ

て
の
働
き
の
方
向
性
、「
と
も
に
歩

て
の
働
き
の
方
向
性
、「
と
も
に
歩

む
」
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
視

む
」
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
視

点
に
つ
い
て
執
筆
い
た
だ
い
た
。

点
に
つ
い
て
執
筆
い
た
だ
い
た
。

教
区
広
報
委
員
会

教
区
広
報
委
員
会

３
．「
一
緒
に
道
を
行
く
」た
め
に

　
「
新
約
聖
書
に
は
、霊
に
お
け
る
対
話
様
式
の
模
範

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
典
型
的
な
も
の
は
、エ
マ
オ

へ
の
道
で
復
活
し
た
主
と
２
人
の
弟
子
が
出
会
う
物

語
で
す
（
ル
カ
24
・
13
－
35
参
照
）。
彼
ら
の
体
験
が

示
す
よ
う
に
、霊
に
お
け
る
対
話
は
交
わ
り
を
築
き
、

宣
教
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
も
た
ら
す
の
で
す
。実
際
、

２
人
は
、主
が
あ
げ
ら
れ
た
と
い
う
復
活
の
告
知
を

分
か
ち
合
う
た
め
に
、自
分
た
ち
が
去
っ
た
共
同
体

に
戻
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
の
具
体
的
な
現
実
と
し

て
、霊
に
お
け
る
対
話
は
、共
同
識
別
を
視
野
に
入
れ

た
、共
有
さ
れ
た
祈
り
だ
と
い
え
る
も
の
で
す
」（
世

界
代
表
司
教
会
議
第
16
回
通
常
総
会
・
第
１
会
期
の

「
討
議
要
綱
」〔
日
本
語
版
〕
36
〜
37
参
照
）。

　

聖
書
に
よ
る
神
と
の
対
話
の
た
め
に
、聖
書
に
親
し

む
活
動
は
「
小
共
同
体
」
活
動
、「
聖
書
１
０
０
週
間
」

「
聖
書
講
座
」
ま
た
は
「
み
こ
と
ば
の
分
か
ち
合
い
」

な
ど
、「
聖
書
愛
読
運
動
」
の
一
環
と
し
て
今
ま
で
同

様
、各
地
で
行
わ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
「
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
長
崎
」
は
、「
部
」
が
廃
止
・

再
編
成
さ
れ
る
と
し
て
も
、こ
れ
ま
で
と
近
い
形
で

発
展
す
る
で
あ
ろ
う
。
優
先
課
題
と
し
て
信
仰
養
成

部
主
体
の
「
カ
テ
キ
ス
タ
養
成
」
は
評
価
さ
れ
て
き

た
が
、通
常
の
活
動
と
し
て
、今
後
そ
の
主
導
を
任
さ

れ
る
部
署
の
中
で
継
続
さ
れ
る
。

　
「
子
ど
も
と
女
性
の
人
権
相
談
室
」
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
７
年
の
４
月
か
ら
開
設
さ
れ
た
が
、
２
０
２

０
年
12
月
に
一
旦
閉
鎖
。
本
年
新
し
い
担
当
司
祭
が

任
命
さ
れ
今
年
中
の
開
設
が
待
た
れ
る
。

４
．一
時
的
な「
シ
ノ
ド
ス
」と

継
続
的
な「
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
」

　

前
駐
日
教
皇
大
使
レ
オ
・
ボ
ッ
カ
ル
デ
ィ
大
司
教

の
言
葉
か
ら
学
び
た
い
。

　　
「
シ
ノ
ド
ス
」
と
「
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
」
は
同
義
で
は

「
シ
ノ
ド
ス
」
と
「
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
」
は
同
義
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
シ
ノ
ド
ス
」
は
具
体
的
な
出
来
事
で

あ
り
ま
せ
ん
。「
シ
ノ
ド
ス
」
は
具
体
的
な
出
来
事
で

あ
り
、「
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
」
は
教
会
生
活
の
い
く
つ
か

あ
り
、「
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
」
は
教
会
生
活
の
い
く
つ
か

の
特
性
を
示
す
概
念
で
す
。「
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
」
と
は
、

の
特
性
を
示
す
概
念
で
す
。「
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
」
と
は
、

教
会
が
生
き
て
働
く
、い
や
む
し
ろ
、教
会
が
生
き
て
働

教
会
が
生
き
て
働
く
、い
や
む
し
ろ
、教
会
が
生
き
て
働

く
べ
き
、特
定
の
形
態
で
す
。

く
べ
き
、特
定
の
形
態
で
す
。

　
「
シ
ノ
ド
ス
」
に
は
始
ま
り
と
終
わ
り
が
あ
り
、「
シ

　
「
シ
ノ
ド
ス
」
に
は
始
ま
り
と
終
わ
り
が
あ
り
、「
シ

ノ
ダ
リ
テ
ィ
」は
今
日
の
教
会
の
宣
教
ス
タ
イ
ル
で
す
。

ノ
ダ
リ
テ
ィ
」は
今
日
の
教
会
の
宣
教
ス
タ
イ
ル
で
す
。

多
く
の
「
シ
ノ
ド
ス
」
は
、お
そ
ら
く
「
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
」

多
く
の
「
シ
ノ
ド
ス
」
は
、お
そ
ら
く
「
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
」

な
し
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

な
し
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、も
し
わ
た
し
た
ち
が
「
シ
ノ
ダ
リ

　

し
た
が
っ
て
、も
し
わ
た
し
た
ち
が
「
シ
ノ
ダ
リ

テ
ィ
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
よ
く
理
解
し
た
け
れ

テ
ィ
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
よ
く
理
解
し
た
け
れ

ば
、『
教
会
憲
章
』
第
２
章
に
戻
り
、司
教
、司
祭
、修

ば
、『
教
会
憲
章
』
第
２
章
に
戻
り
、司
教
、司
祭
、修

道
者
、男
女
信
徒
を
含
む
、神
の
民
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

道
者
、男
女
信
徒
を
含
む
、神
の
民
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
立
ち
戻
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）「
聖
な

に
立
ち
戻
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）「
聖
な

る
父
よ
、
…
…
わ
た
し
た
ち
の
罪
の
ゆ
る
し
と
な
る
こ

る
父
よ
、
…
…
わ
た
し
た
ち
の
罪
の
ゆ
る
し
と
な
る
こ

の
い
け
に
え
が
、全
世
界
の
平
和
と
救
い
の
た
め
に
な
り

の
い
け
に
え
が
、全
世
界
の
平
和
と
救
い
の
た
め
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。
地
上
を
旅
す
る
あ
な
た
の
教
会
、教
皇
○

ま
す
よ
う
に
。
地
上
を
旅
す
る
あ
な
た
の
教
会
、教
皇
○

○
○
○
、わ
た
し
た
ち
の
司
教
○
○
○
○
、司
教
団
と
す

○
○
○
、わ
た
し
た
ち
の
司
教
○
○
○
○
、司
教
団
と
す

べ
て
の
奉
仕
者
を
導
き
、あ
な
た
の
民
と
な
っ
た
す
べ
て

べ
て
の
奉
仕
者
を
導
き
、あ
な
た
の
民
と
な
っ
た
す
べ
て

の
人
の
信
仰
と
愛
を
強
め
て
く
だ
さ
い
」。
し
か
し
、贖
わ

の
人
の
信
仰
と
愛
を
強
め
て
く
だ
さ
い
」。
し
か
し
、贖
わ

れ
た
人
々
の
中
に
は
、教
皇
、司
教
、そ
の
他
の
人
々
も
含

れ
た
人
々
の
中
に
は
、教
皇
、司
教
、そ
の
他
の
人
々
も
含

ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
が
言
っ
た
よ
う
に
、わ
た
し
は
個
人
と
し
て
、あ
な
た

ヌ
ス
が
言
っ
た
よ
う
に
、わ
た
し
は
個
人
と
し
て
、あ
な
た

の
た
め
の
一
人
の
司
教
で
あ
り
、あ
な
た
と
と
も
に
い
る
一

の
た
め
の
一
人
の
司
教
で
あ
り
、あ
な
た
と
と
も
に
い
る
一

人
の
キ
リ
ス
ト
者
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。（
中
略
）

人
の
キ
リ
ス
ト
者
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。（
中
略
）

　

つ
ま
り
、シ
ノ
ド
ス
や
司
教
協
議
会
と
い
っ
た
司
教
た

　

つ
ま
り
、シ
ノ
ド
ス
や
司
教
協
議
会
と
い
っ
た
司
教
た

ち
の
組
織
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、神
の
民
が
教
会

ち
の
組
織
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、神
の
民
が
教
会

位
階
の
中
に
組
み
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

位
階
の
中
に
組
み
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

く
、教
会
位
階
こ
そ
が
神
の
民
の
中
に
身
を
置
き
、す
べ
て

く
、教
会
位
階
こ
そ
が
神
の
民
の
中
に
身
を
置
き
、す
べ
て

の
信
者
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、信
者
の
一
人
と
し
て

の
信
者
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、信
者
の
一
人
と
し
て

生
き
て
い
く
よ
う
招
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

生
き
て
い
く
よ
う
招
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

（
２
０
２
３
年
２
月
13
日
司
教
団
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

５
．絶
え
間
な
い「
刷
新
」と「
回
心
」

　

世
界
代
表
司
教
会
議
・
第
１
会
期
で
、同
事
務
局
長

マ
リ
オ
・
グ
レ
ッ
ク
枢
機
卿
は
「
教
会
と
シ
ノ
ド
ス
と

は
同
義
で
あ
り
、シ
ノ
ド
ス
的
教
会
と
は
、『
人
々
に
傾

聴
す
る
教
会
』
で
あ
る
と
同
時
に
、今
日
神
が
お
望
み

に
な
る
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
、伝
統
の
光
の
も
と

に『
み
こ
と
ば
に
耳
を
傾
け
る
教
会
』で
あ
る
」と
語
っ

た
。
ま
ず
「
聴
く
こ
と
」
か
ら
、そ
う
す
れ
ば
「
と
も

に
」
生
か
さ
れ
て
い
る
喜
び
を
「
伝
え
る
」
方
へ
向
か

う
。
い
つ
も
教
会
に
は
回
心
が
必
要
で
、共
通
の
「
家
」

に
ま
ず
帰
り
着
き
、そ
し
て
、再
出
発
す
る
。

　
「
放
蕩
息
子
」（
ル
カ
15
・
11
－
32
）
の
た
と
え
で
は
、

２
人
と
も
真
の
息
子
で
は
な
い
と
示
さ
れ
る
。
弟
は

「
豚
の
食
べ
る
い
な
ご
豆
を
食
べ
て
で
も
腹
を
満
た
し

た
か
っ
た
が
、食
べ
物
を
く
れ
る
人
は
だ
れ
も
い
な
か
っ

た
」（
15
・
16
）。兄
の
方
は
、何
年
も
父
親
に
仕
え
た
こ
と
、

報
酬
は
何
も
得
な
か
っ
た
と
幻
滅
し
、放
蕩
の
限
り
を

尽
く
し
み
じ
め
な
あ
り
さ
ま
で
帰
っ
て
き
た
息
子
の
た

め
に
開
い
た
祝
宴
を
非
難
し
て
い
る
（
15
・
29
－
30
）。

　

２
人
の
兄
弟
は
、神
に
つ
い
て
歪
ん
だ
考
え
を
し
て
い

る
。
弟
は
「
雇
い
人
の
一
人
に
し
て
く
だ
さ
い
」（
15
・

19
）
と
願
い
、兄
は
父
親
の
奴
隷
の
一
人
の
よ
う
だ
と
宣

言
し
て
（
15
・
29
）
真
の
父
親
と
実
感
で
き
ず
に
い
る
。

弟
は
放
蕩
に
陥
り
、兄
は
強
情
に
陥
っ
て
い
る
。
初
め
か

ら
間
違
い
の
中
に
い
る
の
で
、父
の
家
を
牢
屋
と
思
っ
て

い
る
。
弟
は
父
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
好
き
勝
手
に
遊
ぶ

と
い
う
駆
け
引
き
を
使
い
、兄
は
義
務
に
徹
す
る
と
い

う
駆
け
引
き
に
出
た
。
ど
ち
ら
も
息
子
と
し
て
の
道
を

踏
み
外
し
た
。
正
し
い
人
の
回
心
は
、不
正
な
人
の
回

心
よ
り
も
難
し
い
。
回
心
は
罪
人
が
悔
い
改
め
る
と
い

う
こ
と
だ
け
で
な
く
、神
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

る
こ
と
、そ
こ
か
ら
始
ま
る
こ
と
だ
。
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助
基
金
特
別
会
計
規
程
』
へ
の
改
称
が

承
認
さ
れ
、そ
の
改
定
に
つ
き
次
の
３

点
が
承
認
さ
れ
た
。

⑴ 

貸
し
付
け
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
の

通
り
無
利
子
と
す
る
が
、協
力
金
は

廃
止
す
る
。

⑵ 

貸
付
金
上
限
は
現
状
の
ま
ま
と
す

る
。

⑶ 

互
助
の
精
神
か
ら
教
区
会
計
か
ら

も
、資
金
の
不
足
時
は
財
政
調
整
基

金
か
ら
貸
し
付
け
を
行
う
。

　

２
０
２
３
年
度

　

第
３
回
教
区
評
議
会
役
員
会

（
10
月
１
日
開
催
）

　

教
区
の
理
念
と
優
先
課
題
が
提
案
さ

れ
承
認
さ
れ
た
。

　

９
月
19
日
（
火
）
長

崎
大
司
教
館
で
、司
祭

評
議
会
に
続
き
今
年
度

２
回
目
の
教
区
顧
問
会

が
開
催
さ
れ
た
。
主
な

審
議
は
次
の
通
り
。

▼
旧
伝
道
師
学
校
の
活

用
に
つ
い
て
―
大
浦

天
主
堂
境
内
敷
地
に
残

る
「
旧
伝
道
師
学
校
」

の
活
用
に
関
し
て
、デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
開

発
を
手
が
け
る
会
社
か
ら
次
の
通
り
事

業
計
画
の
説
明
が
あ
っ
た
。「
大
浦
天
主

堂
境
内
南
側
の
、明
治
期
の
建
造
当
初

の
輪
郭
を
修
理
し
て
、巡
礼
者
や
信
者
、

一
般
の
人
々
が
利
用
可
能
な
宿
坊
と
し

て
活
用
す
る
。
ま
た
、昭
和
期
の
増
築
部

を
改
築
し
て
カ
フ
ェ
な
ど
の
収
益
事
業

を
行
い
維
持
管
理
す
る
」
と
い
う
も
の
。

他
の
対
処
案
と
し
て
全
建
物
除
却
、ま
た

は
本
体
建
物
の
み
保
存（
増
築
部
除
却
）、

あ
る
い
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
保
存
す

い
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

繰
り
返
し
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
、よ
う
や
く
今
大
会
を
迎
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
全
国
か
ら

の
参
加
者
は
約
１
７
０
人
、大
会

前
日
の
準
備
を
含
む
３
日
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
延
べ
約
５
０

０
人
だ
っ
た
。
人
々
が
集
い
、出

会
い
と
気
づ
き
の
時
間
を
共
有

し
た
こ
の
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
部
は
、ラ
イ
ブ
配
信
で
も
伝

え
ら
れ
た
。

　

１
日
目
は
開
会
式
の
後
、元

熊
本
学
園
大
学
教
授
で
弁
護
士

の
東 

俊
裕
氏
に
よ
る
「
イ
ン
ク

　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
障
害
者
連
絡

協
議
会
（
カ
障
連
）
と
カ
障
連
長

崎
全
国
大
会
実
行
委
員
会
が
主
催

す
る
「
第
14
回
カ
障
連
長
崎
全
国

大
会
」
が
、10
月
14
日
（
土
）
～
15

日
（
日
）
長
崎
純
心
大
学
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。大
会
テ
ー
マ
は『
と

も
に
…
つ
ん
の
う
で
！
』（
一
緒
に

行
こ
う
）。
長
崎
大
司
教
区
、中
央

協
議
会
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
協
力
。

　

こ
の
大
会
は
３
年
ご
と
に
全
国

各
地
持
ち
回
り
で
開
か
れ
、九
州

で
の
開
催
は
初
め
て
。
２
０
１
８

年
横
浜
で
の
前
回
大
会
に
続
き
２

０
２
１
年
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て

愛にあふれるローマ教皇の
知られざる真の姿に迫るドキュメンタリー

映画映画『『旅するローマ教皇』旅するローマ教皇』
10月6日から全国順次ロードショー10月6日から全国順次ロードショー

長崎は TOHO シネマズで近日上映予定
2022年/イタリア/83分　配給：ビターズ・エンド

カトリック中央協議会 広報推薦

生
き
ざ
ま
に
倣
い
、宣
教
を

生
き
ざ
ま
に
倣
い
、宣
教
を

福
者
カ
ミ
ロ
・
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ォ
殉
教
祭

　

教
区
主
催
の
福
者
カ
ミ

ロ
・
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ォ
神
父

殉
教
祭
が
９
月
17
日
（
日
）、

田
平
教
会
を
会
場
に
午
後
２

時
か
ら
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
や
天
候
の
都
合
に
よ
り

３
年
間
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
が
、昨
年
殉
教
４
０
０

年
の
節
目
を
迎
え
、今
年
は

焼
罪
史
跡
公
園
で
の
実
施
を

目
指
し
準
備
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
し
か
し
、連
日
の
天

候
不
良
の
た
め
会
場
を
田
平

教
会
に
移
し
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。

　

当
日
は
小
雨
の
中
だ
っ

た
が
、平
戸
地
区
か
ら
の
信

徒
、修
道
者
ら
約
１
２
０
人

と
同
地
区
司
祭
団
が
集
い
、

中
村
倫
明
大
司
教
司
式
の
も

と
記
念
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ

た
。大
司
教
は
説
教
の
中
で
、

聖
ト
マ
ス
西
、福
者
セ
バ
ス

チ
ャ
ン
木
村
な
ど
平
戸
出
身

の
殉
教
者
た
ち
を
紹
介
。
特

に
、火
あ
ぶ
り
の
刑
で
殉
教

し
た
福
者
カ
ミ
ロ
神
父
の
生

き
ざ
ま
に
倣
い
、イ
エ
ス
と

の
出
会
い
を
人
々
に
も
た
ら

す
た
め
に
日
々
努
め
よ
う
、

と
励
ま
し
の
言
葉
を
参
加
者

に
贈
っ
た
。
ま
た
、召
命
の

た
め
に
祈
り
、志
願
者
、神
学

生
の
召
し
出
し
に
協
力
し
て

ほ
し
い
と
呼
び
か
け
た
。

　

殉
教
祭
後
、実
行
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
約
40
人
は
平
戸

口
教
会
の
信
徒
会
館
に
移
動

し
、大
司
教
を
囲
ん
で
反
省

会
と
懇
親
会
を
行
い
、「
来

年
こ
そ
は
殉
教
公
園
で
の
記

念
祭
を
」
と
願
い
を
込
め
て

語
り
合
っ
た
。

鈴
田
牢
跡
で
殉
教
記
念
ミ
サ

鈴
田
牢
跡
で
殉
教
記
念
ミ
サ

植
松
と
水
主
町
教
会
の
信
徒
ら
祈
る

　

９
月
23
日
（
土
）
大
村
市

鈴
田
牢
跡
で
殉
教
記
念
ミ
サ

が
行
わ
れ
た
。
植
松
、水
主

町
の
両
小
教
区
が
呼
び
か
け

る
こ
の
ミ
サ
は
、コ
ロ
ナ
禍
以

降
、中
止
や
参
列
者
を
限
定

す
る
な
ど
規
模
を
縮
小
し
て

き
た
が
、今
年
は
植
松
教
会

と
水
主
町
教
会
か
ら
信
徒
が

集
い
、殉
教
者
た
ち
に
思
い

を
は
せ
、祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

　

鈴
田
牢
に
は
１
６
１
７
年

か
ら
５
年
間
、横
に
な
る
こ

と
も
ま
ま
な
ら
な
い
狭
い
空

間
に
外
国
人
宣
教
師
や
信
徒

30
人
余
が
閉
じ
込
め
ら
れ

た
。
現
在
は
、碑
文
に
よ
る

と
広
さ
が
「
縦
3.6
㍍
、横
5.6

㍍
」
と
い
わ
れ
る
牢
の
跡
に

祭
壇
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

ミ
サ
を
司
式
し
た
水
主
町

教
会
の
山
田
良
秋
師
は
説
教

の
中
で
、牢
の
中
で
も
神
父

は
祭
服
を
着
て
ミ
サ
を
挙
げ

て
い
た
こ
と
、そ
こ
に
は
危

険
を
顧
み
ず
に
必
要
な
も
の

を
牢
に
届
け
、外
か
ら
支
え

た
信
徒
た
ち
の
存
在
が
あ
っ

た
こ
と
を
語
っ
た
。

　

参
加
者
の
一
人
は
、「
信

徒
が
、囚
わ
れ
の
司
祭
、修
道

者
、信
徒
を
命
が
け
で
支
え
、

励
ま
し
、身
を
ひ
そ
め
ま
し

た
。
信
仰
を
守
り
抜
い
た
信

徒
の
存
在
が
今
日
の
私
た
ち

の
信
仰
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
信
仰
に
命
を
さ
さ
げ
た

殉
教
者
た
ち
だ
け
で
な
く
彼

ら
に
も
思
い
を
巡
ら
せ
て
祈

る
こ
と
が
、殉
教
者
の
た
め

の
祈
り
で
は
な
い
か
、と
い

う
気
づ
き
を
い
た
だ
く
ミ
サ

と
な
り
ま
し
た
」と
話
し
た
。

　

毎
年
、島
原
小
教
区
は
有

馬
川
殉
教
記
念
日
に
有
馬
川

殉
教
地
で
祈
り
を
さ
さ
げ
、

殉
教
者
た
ち
に
尊
敬
と
取
り

次
ぎ
を
願
う
大
切
な
日
と
し

て
い
る
。
今
年
も
10
月
７
日

（
土
）
殉
教
の
日
に
ロ
ザ
リ
オ

を
唱
え
、『
有
馬
の
殉
教
者
』

を
朗
読
。「
キ
リ
シ
タ
ン
の
町

を
流
れ
て
有
明
海
に
注
ぐ
有

馬
川
に
は
、
８
本
の
火
柱
と
、

見
守
る
群
衆
の
地
鳴
り
の
よ

う
な
祈
り
が
続
い
た
。
中
州

に
は
、有
馬
の
教
会
を
代
表

し
て
３
家
族
８
人
が
縛
ら
れ

て
い
た
。
そ
の
中
の
１
人
、

レ
オ
武
富
が
中
州
か
ら
野
太

い
声
で
叫
ん
だ
。『
こ
れ
で
有

馬
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
が

お
分
か
り
で
し
ょ
う
。
有
馬

の
信
者
た
ち
は
み
な
同
じ
心

で
一
つ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

別
れ
る
に
あ
た
り
こ
の
信
仰

を
守
る
よ
う
に
頼
み
ま
す
』」。

参
加
し
た
信
徒
の
一
人
は「
今

日
が
殉
教
の
日
な
ん
で
す
ね

…
」
と
沈
黙
し
て
い
た
。

　

翌
８
日
（
日
）
は
９
時
か

ら
島
原
教
会
で
、島
原
半
島

殉
教
記
念
ミ
サ
が
主
任
司
祭

下
口 
勲
師
の
司
式
で
行
わ

れ
た
。
今
ま
で
は
原
城
跡
で

実
施
し
て
い
た
が
世
界
遺
産

と
な
り
殉
教
祭
が
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
、島
原
教
会
で

行
っ
た
。
参
列
者
は
、納
骨

関
係
の
参
加
も
あ
り
、35
人

と
い
う
、島
原
教
会
に
と
っ

て
は
多
人
数
と
な
っ
た
。

　

参
加
者
は
「
信
徒
た
ち
の

殉
教
者
に
対
す
る
思
い
は
信

仰
の
支
え
と
な
り
、こ
こ
ろ

の
灯
と
し
て
強
く
生
き
続
け

て
い
ま
す
」と
語
っ
て
い
た
。

ともに…つんのうで ! ともに…つんのうで ! 
第14回カ障連長崎全国大会第14回カ障連長崎全国大会

2023年度2023年度
第２回 第２回 教区顧問会教区顧問会

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、こ
の
会
社
が

今
回
示
し
た
本
体
建
物
保
存
と
増
築
部

活
用
整
備
の
構
想
は
否
決
さ
れ
た
。

▼
川
添 

猛
師
（
２
０
１
７
年
逝
去
、長

崎
教
区
司
祭
）
が
奨
学
金
制
度
設
立

の
た
め
に
遺
し
、カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大

司
教
区
が
管
理
し
て
い
る
お
金
を
、純

心
大
学
が
設
立
予
定
の
奨
学
金
制
度

「
パ
ー
テ
ル
基
金
」
に
寄
付
す
る
。

▼
「
教
会
保
全
基
金
特
別
会
計
規
程
」

に
基
づ
き
、教
会
保
全
基
金
か
ら
の
助
成

を
島
原
小
教
区
雲
仙
教
会
の
雨
漏
り
対

策
工
事
お
よ
び
天
井
の
一
部
張
り
替
え

工
事
に
対
し
て
行
う
。

▼
大
浦
天
主
堂
キ
リ
シ
タ
ン
博
物
館
の

委
託
管
理
者
と
し
て
、
２
０
１
８
年
か

ら
６
年
契
約
で
Ｎ
Ｐ
О
法
人
世
界
遺
産

長
崎
チ
ャ
ー
チ
ト
ラ
ス
ト
と
基
本
協
定

を
結
ん
で
い
る
が
、来
年
３
月
を
も
っ
て

契
約
が
終
了
す
る
。
同
博
物
館
の
委
託

管
理
者
募
集
要
領
を
承
認
し
、来
年
度

か
ら
４
年
契
約
で
委
託
管
理
者
を
募
集

す
る
。

　

９
月
19
日
（
火
）
長

崎
大
司
教
館
で
２
０
２

３
年
度
第
１
回
司
祭
評

議
会
が
開
か
れ
た
。
こ

こ
で
審
議
さ
れ
、大
司
教

に
「
答
申
」
さ
れ
た
主

な
内
容
は
次
の
通
り
。

▼
教
区
シ
ノ
ド
ス
の
優

先
課
題
―
（
諸
委
員

会
の
委
員
長
と
シ
ノ
ド

ス
担
当
者
、司
教
総
代
理
、本
部
事
務
局

長
で
構
成
す
る
）
シ
ノ
ド
ス
コ
ア
チ
ー
ム

の
会
議
か
ら
、新
た
な
優
先
課
題
と
し
て

①
召
命
の
た
め
の
方
策
を
特
に
検
討
す

る
②
教
会
に
集
ま
っ
て
い
の
ち
に
関
わ

り
福
音
の
喜
び
を
伝
え
る
、の
２
点
が
挙

げ
ら
れ
承
認
さ
れ
た
（
下
記
参
照
。
10

月
１
日
の
教
区
評
議
会
役
員
会
で
教
区

の
理
念
と
優
先
課
題
が
承
認
さ
れ
た
）。

▼
教
区
組
織
に
お
け
る
「
部
」
の
在
り

方
―
教
区
諸
活
動
部
門
の
第
３
期
が

始
ま
っ
た
２
０
０
８
年
度
に
３
つ
の
部

（
信
仰
養
成
部
、福
音
化
推
進
部
、教
会

奉
仕
者
等
養
成
部
）
が
発
足
し
、そ
の

後
、教
会
奉
仕
者
等
養
成
部
の
廃
部
、一

部
の
委
員
会
の
独
立
や
統
合
（
い
ず
れ

も
18
年
３
月
教
区
顧
問
会
で
決
議
）
を

経
て
、現
在
は
２
つ
の
部
と
11
の
委
員

会
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
中
で
、信
仰
養

成
部
と
福
音
化
推
進
部
に
つ
い
て
審
議

し
、そ
の
「
部
」
と
し
て
の
構
成
を
廃
止

し
、今
後
は
教
区
シ
ノ
ド
ス
担
当
司
祭

を
諸
活
動
の
軸
に
し
調
整
し
て
い
く
。

▼
「
小
共
同
体
づ
く
り
」
の
活
動
と
そ

れ
を
推
進
す
る
「
小
共
同
体
推
進
室
」

に
つ
い
て
―
今
後
ど
の
よ
う
に
方
向

づ
け
る
か
、各
地
区
か
ら
の
意
見
や
要

望
を
踏
ま
え
、大
司
教
が
決
定
す
る
。

▼
『
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区 

小

教
区
資
金
の
教
区
預
託
と
小
教
区
へ
の

貸
付
に
関
す
る
規
定
』
の
『
小
教
区
互

2023年度2023年度
第１回 第１回 司祭評議会司祭評議会

　

９
月
６
日
逝
去
。
87
歳
。

　

１
９
３
５
年
平
戸
市
生
ま

れ
。
50
年
当
時
の
紐
差
修
道

院
に
入
会
。
59
年
初
誓
願
、

71
年
終
生
誓
願
宣
立
。

　

カ
テ
キ
ス
タ
や
保
育
士
と

し
て
働
い
て
い
た
が
、44
歳

で
初
め
て
の
転
任
で
黒
島
へ

行
っ
た
後
、手
先
の
器
用
さ

を
生
か
し
て
、本
部
で
は
姉

妹
た
ち
の
コ
ー
ト
を
作
る
な

ど
の
被
服
係
を
務
め
た
。
そ

の
後
は
料
理
の
腕
を
生
か
し

て
10
年
ほ
ど
司
祭
館
の
奉
仕

を
し
、60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

紐
差
修
道
院
の
調
理
を
担
当

し
た
。
若
い
頃
か
ら
病
気
と

闘
い
、手
術
を
繰
り
返
し
な

が
ら
真
心
こ
め
て
食
事
を
準

備
し
た
。６
月
に
再
入
院
し
、

姉
妹
た
ち
の
見
送
り
の
中
、

御
父
の
み
も
と
に
帰
っ
た
。

　

葬
儀
ミ
サ
・
告
別
式
は
９

月
８
日
、紐
差
教
会
で
行
わ

れ
た
。

マ
リ
ア

山
口
ト
シ
子
修
道
女

（
お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会
）

ル
ー
シ
ブ
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
基
調
講
演
、12
の
分
科
会
、懇
親

会
。
２
日
目
は
全
体
会
と
感
謝
ミ

サ
が
行
わ
れ
た
。
ミ
サ
は
中
村
倫

明
大
司
教
の
主
司
式
、カ
障
連
顧

問
司
教
の
前
田
万
葉
枢
機
卿
と
県

内
外
の
司
祭
19
人
の
共
同
司
式
の

も
と
、大
会
参
加
者
の
他
に
集
ま
っ

た
多
く
の
人
々
と
と
も
に
祈
っ
た
。

閉
会
式
で
は
、次
回
開
催
地
が
名
古

屋
と
宣
言
さ
れ
た
。

　

長
崎
全
国
大
会
実
行
委
員
長
を

務
め
た
水
野
勝か

つ

美み

さ
ん
（
八
幡
町

教
会
所
属
）
は
大
会
後
、緊
張
が
ほ

ぐ
れ
た
様
子
で
取
材
に
応
じ
、手
話

通
訳
を
通
し
て
次
の
よ
う
に
感
想

を
語
っ
た
。「
２
日
間
の
大
会
は
、全

体
を
通
し
て
と
て
も
よ
い
雰
囲
気

で
し
た
。
特
に
分
科
会
で
は
、い
ろ

ん
な
方
の
考
え
や
意
見
を
分
か
ち

合
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
教
会
に
望
む
こ
と
は
、

例
え
ば
手
話
通
訳
者
を
育
て
る
な

ど
し
て
、誰
も
が
ミ
サ
に
一
緒
に
参

加
で
き
る
環
境
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

み
ん
な
で
一
緒
に
歩
ん
で
い
く
教

会
で
あ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
」

理
念

　

 

「
と
も
に
参
加
し 

と
も
に
交
わ
り

　
　
　

と
も
に
宣
教
す
る
長
崎
教
区
」

優
先
課
題

１
「
と
も
に
集
い 

喜
び
あ
る
教
会
に
」

　

喜
ん
で
教
会
に
集
い
、典
礼
や
行
事
へ

の
参
加
や
交
わ
り
を
楽
し
ん
で
、と
も
に

家
族
や
周
り
の
人
々
に
福
音
の
喜
び
を

伝
え
て
い
く
長
崎
教
区
に
し
て
い
く
。

２
「
わ
た
し
た
ち
の
教
会
か
ら 

わ
た

し
の
家
庭
か
ら 

司
祭
や
修
道
者
を
」

　

召
命
の
た
め
に
祈
り
、声
を
か
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
召
命
に
参
加
し
、召
命
を

受
け
た
者
は
、人
々
と
の
交
わ
り
を
大

切
に
し
、福
音
宣
教
の
使
命
を
怠
ら
な

い
こ
と
。

島
原
の
殉
教
者
を
思
い

島
原
の
殉
教
者
を
思
い

有
馬
川
で
ロ
ザ
リ
オ
、島
原
教
会
で
ミ
サ

写真上から：会場となった長崎純心大学、全
国からの参加者を迎える、開会あいさつをす
る水野実行委員長、基調講演をする東氏、分科
会、全体会、中村大司教司式による感謝ミサ
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員
に
宛
て
た
公
文
書
、『
回

勅
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』（
２

０
１
５
年
）。
本
書
は
、こ
の

回
勅
に
「
依
拠
し
つ
つ
超
越

的
な
次
元
を
ふ
ま
え
た
環
境

教
育
的
な
視
点
か
ら
」
書
か

れ
、日
本
や
世
界
の
時
事
を

知
る
人
に
は
、説
明
内
容
を

比
較
的
理
解
し
や
す
い
箇
所

も
多
い
。
環
境
問
題
で
は
統

治
側
や
産
業
側
だ
け
で
な

く
、各
自
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
在
り
方
も
問
わ
れ
る
の

で
、各
章
末
の〈
コ
ラ
ム
〉〈
エ

コ
実
践
〉
で
も
、種
々
の
情

報
、エ
コ
実
践
例
と
そ
の
コ

ン
セ
プ
ト
な
ど
を
紹
介
。

　

女
子
パ
ウ
ロ
会
、税
別
１

５
０
０
円
。

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
、

身
近
な
問
題
を
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

朝
祷
会
と
は
キ
リ
ス
ト
教

会
諸
教
派
の
有
志
で
朝
に
集

ま
り
、祈
り
と
聖
書
朗
読
と

分
か
ち
合
い
、ま
た
持
ち
寄

り
の
朝
食
を
と
り
な
が
ら
交

流
と
親
睦
を
図
る
会
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
で
３

年
間
途
絶
え
て
お
り
ま
し
た

が
、
２
０
２
３
年
７
月
18
日

か
ら
再
開
し
（
９
月
か
ら
呼

び
か
け
）
ま
し
た
。
原
則
と

し
て
月
の
第
３
火
曜
日
朝
７

時
半
か
ら
、中
町
教
会
信
徒

会
館
を
お
借
り
し
て
約
１
時

と
そ
の
家
族
、在
住
外
国
人
、技
能

実
習
生
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
、

国
籍
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。転
勤
者
や
帰
国
者
が
多
く
、

共
に
過
ご
す
期
間
は
短
い
が
、同

じ
「
神
様
の
子
」
と
し
て
笑
顔
と

心
を
通
わ
せ
る
深
い
間
柄
を
作
っ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
教
区
人
権
委
員
会
）

と
出
会
い
、お
互
い
の
距
離
を
縮

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
夕
食
は

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、手
作
り
ピ
ザ
を

囲
み
、ギ
タ
ー
に
合
わ
せ
て
大
合

唱
、子
ど
も
も
大
人
も
大
い
に
笑

い
、楽
し
ん
だ
。
そ
ん
な
中
、中
村

倫
明
大
司
教
が
時
間
を
作
っ
て
訪

れ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、う
れ

し
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
あ
っ
た
。
中

村
大
司
教
の
（
か
つ
て
三
浦
町
教

会
に
赴
任
し
た
当
時
と
）「
い
っ

ち
ょ
ん
変
わ
ら
ん
」
姿
に
皆
温
か

い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
食
後
は
ア

ル
ベ
ル
ト
神
父
と
ネ
ル
ソ
ン
・
ア

ブ
ラ
イ
・
バ
ル
バ
ロ
ナ
神
父
（
神

言
修
道
会
）
と
の
共
同
司
式
に
よ

り
ミ
サ
を
さ
さ
げ
た
。
翌
日
は
美

し
い
朝
焼
け
の
中
、敷
地
内
の
つ

り
橋
ま
で
ロ
ザ
リ
オ
を
祈
り
な
が

ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
た
。

　

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
米
軍

2024年4月から相続登記の義務化スタート
これまでの相続も対象

〒854-0014 諫早市東小路町10-21　電話 0957-22-6177

司法書士
行政書士
司法書士
行政書士

相続した不要な土地の国庫への帰属手続、遺言書作成など
まずは、お電話を!!
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〒850-0066　長崎市大浜 650-111

カトリック長崎中央墓園
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　９月26日（火）、司祭団ソフトボール大会が上五島の
新魚目グランドで開催されました。
　コロナ禍を経ての久しぶりの大会で、長崎地区、佐世保・
平戸地区、上・下五島地区から総勢 41人の司祭たちが集
い、その雄姿ぶりを披露しました。地元の信者たちも各教
会から駆け付け、司祭団を上回る数となって、ごひいき筋
を応援しながら、熱戦の行方を温かく見守りました。
　曇り空でも残暑を感じる絶好の運動日和の中、３試合
が行われ、結果は１位長崎チーム、２位五島チーム、３位
佐世保・平戸チームでした。懇親会では互いの健闘をた
たえ、親睦を深め、新たな宣教司牧に向けての英気を養い
ました。� （報告・上五島地区）

コロナ禍を経て 久しぶりの親睦

司祭団ソフトボール大会司祭団ソフトボール大会

〝被爆75年から〝被爆75年から
5年間のチャレンジ〟5年間のチャレンジ〟
https://nuclear-free.net/https://nuclear-free.net/

核なき世界基金核なき世界基金

2020年2020年

シ
ド
ッ
テ
ィ
神
父
の
講
演
会

シ
ド
ッ
テ
ィ
神
父
の
講
演
会

県
立
図
書
館
郷
土
資
料
セ
ン
タ
ー
で
開
催

　

イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
、ジ
ョ

バ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
シ

ド
ッ
テ
ィ
神
父
（
１
６
６
８

～
１
７
１
４
）
を
ご
存
知
で

す
か
。
１
７
０
８
年
屋
久
島

に
上
陸
、長
崎
奉
行
所
へ
連

行
さ
れ
、さ
ら
に
江
戸
の
切

支
丹
屋
敷
に
連
行
、新
井
白

石
の
取
り
調
べ
を
受
け
、白

石
は
そ
の
結
果
を
「
西
洋
紀

聞
」
と
し
て
記
録
し
ま
し
た
。

現
代
の
日
本
の
科
学
技
術

の
基
と
な
っ
た
の
は
シ
ド
ッ

テ
ィ
神
父
の
来
日
が
き
っ
か

け
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ド
ッ
テ
ィ
神
父
は
切
支

丹
屋
敷
に
軟
禁
さ
れ
、神
父
の

世
話
を
し
て
い
た
老
夫
婦
に

禁
教
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教

え
を
伝
え
、
２
人
は
洗
礼
を

受
け
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
役

所
側
に
知
ら
れ
３
人
は
地
下

牢
に
入
れ
ら
れ
て
亡
く
な
り

ま
し
た
。
２
０
１
４
年
、切
支

丹
屋
敷
の
再
開
発
工
事
に
伴

い
３
人
の
遺
骨
が
発
見
さ
れ
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
結
果
シ
ド
ッ

テ
ィ
神
父
と
老
夫
婦
の
遺
骨

で
あ
る
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
23
日
（
土
）
長
崎

県
立
図
書
館
郷
土
資
料
セ
ン

〝
だ
れ
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
”

〝
だ
れ
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
”

中
町
教
会
で
の
朝
祷
会

中
町
教
会
で
の
朝
祷
会

毎
月
第
３
火
曜
日
に
実
施

★
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換

に
向
け
て
、と
も
な
る
歩
み

を　
『
回
勅
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・

シ
』
と
環
境
保
護

著
＝
吉
川
ま
み

　

地
球
の
環
境
問
題
が
重

要
・
大
規
模
・
緊
急
で
あ
る

と
の
認
識
に
役
立
つ
よ
う
、

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
ロ
ー

マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
全

　

三
浦
町
教
会
英
語
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
31
人
は
、9
月
23
日
（
土
）

～
24
日
（
日
）
に
長
崎
県
民
の
森

で
一
泊
練
成
会
を
行
っ
た
。

　

ア
ル
ベ
ル
ト
・
マ
ー
フ
ィ
ル
神

父
（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
）
に
よ
る

「
聖
体
の
重
要
性
」
の
講
話
、ク
イ

ズ
や
グ
ル
ー
プ
で
の
分
か
ち
合
い

を
通
し
て
、新
し
い
〝
兄
弟
姉
妹
〟

英語コミュニティーの一泊錬成会一泊錬成会

間
行
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
４

回
目
ま
で
行
わ
れ
、参
加
者

は
お
よ
そ
20
人
ほ
ど
で
す
。

　

韓
国
や
中
国
出
身
の
牧
師

の
先
生
方
（
日
本
語
は
堪
能

で
す
）、熊
本
や
長
崎
で
長
ら

く
伝
道
活
動
を
さ
れ
て
お
ら

れ
る
各
宗
派
の
信
徒
の
皆
さ

フ
ォ
コ
ラ
ー
レ
主
催

マ
リ
ア
ポ
リ

マ
リ
ア
ポ
リ  

４
年
ぶ
り
開
催

４
年
ぶ
り
開
催

　

９
月
16
日
（
土
）
～
18

日
（
月
）
長
崎
市
飯
香
浦
町

に
あ
る
日
吉
自
然
の
家
で

「
ハ
ー
ト
とHeart

で
逢
い

た
い
今
！�

交
わ
り
か
ら
生

ま
れ
る
希
望
と
光
」と
題
し
、

４
年
ぶ
り
に
マ
リ
ア
ポ
リ
を

開
催
し
ま
し
た
。
県
内
外
の

み
な
ら
ず
、韓
国
か
ら
の
参

加
者
や
、メ
キ
シ
コ
、ブ
ラ
ジ

ル
、カ
メ
ル
ー
ン
出
身
者
も

い
て
、世
代
、教
会
や
宗
教
、

考
え
の
違
い
を
超
え
て
、総

勢
１
０
０
人
余
が
集
い
、黙

想
と
ご
ミ
サ
、経
験
の
発
表
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
分
か
ち

合
い
、そ
し
て
、欠
か
し
て
は

い
け
な
い「
マ
リ
ア
ポ
リ
祭
」

な
ど
を
通
し
て
交
わ
り
の
喜

び
の
場
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

初
の
試
み
、「
特
別
テ
ー

マ
」
と
し
て
環
境
に
つ
い
て

ん
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
方
々
が
集
ま
り
、そ
れ
ぞ

れ
の
現
状
や
社
会
的
活
動
の

情
報
交
換
な
ど
、貴
重
な
勉

強
の
時
間
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
会
に
は
だ
れ
で
も

自
由
に
参
加
で
き
、会
場
提

供
を
今
年
度
は
カ
ト
リ
ッ

ク
、来
年
度
は
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
教
会
と
、交
互
に
担
当

し
て
い
き
ま
す
。

教
区
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
・

諸
宗
教
委
員
会

　

ま
た
、若
者
た
ち
が
ワ
ー

ル
ド
ユ
ー
ス
デ
ー（
Ｗ
Ｙ
Ｄ
、

世
界
青
年
の
日
）
に
つ
い
て

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
、

実
際
に
参
加
し
た
若
者
の
経

験
発
表
も
あ
り
、喜
び
と
希

望
に
あ
ふ
れ
る
姿
が
輝
き
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
大
安
息

日
の
よ
う
」「
多
国
籍
な
交

わ
り
が
で
き
た
」「
自
分
の

経
験
が
相
手
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
な
っ
た
」「
隣
人
愛
を
実

践
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
、今
後
の
生
き
る
指
針

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

フ
ォ
コ
ラ
ー
レ

ぶ
ど
う
園

▼
司
教
座
聖
堂
献
堂
記
念
ミ

サ　

11
月
１
日
㈬
18
時
30

分
、浦
上
教
会
。

シンポジウム登壇者（右から）髙見三明名誉大司教、
長崎バプテスト教会の春海賢一氏、名古屋大で地球環
境学の分野を研究する大学院生ケネット・エココベ氏

タ
ー
で
シ
ド
ッ
テ
ィ
神
父
に

関
す
る
講
演
会
（
Ｎ
Ｐ
О
法

人
世
界
遺
産
長
崎
チ
ャ
ー
チ

ト
ラ
ス
ト
主
催
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
中
村
倫
明
大
司

教
の
あ
い
さ
つ
の
後
、作
家

で
Ｎ
Ｐ
О
法
人
や
く
し
ま
未

来
工
房
理
事
長
の
古
居
智
子

さ
ん
、日
本
二
十
六
聖
人
記

念
館
副
館
長
デ
・
ル
カ
・
レ

ン
ゾ
師
が
そ
れ
ぞ
れ
講
話
を

し
、参
加
者
は
神
父
の
来
日

の
目
的
と
日
本
に
与
え
た
影

響
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

（
鹿
児
島
在
住
・
長
野
宏
樹
）

お
知
ら
せ

〈
教
区
評
議
会
役
員
〉

　

今
年
５
月
３
日
に
開
催
さ

れ
た
２
０
２
３
年
度
教
区
評

議
会
総
会
の
後
に
、教
区
評

議
会
役
員
と
し
て
選
出
さ
れ

た
、ま
た
は
新
た
に
任
命
さ

れ
た
方
々
は
10
月
１
日
現
在

で
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

委
員　

岡�

秋
美
（
教
区
シ

ノ
ド
ス
担
当
）、谷
脇
誠
一
郎

（
教
区
シ
ノ
ド
ス
副
担
当
）、

平
松
博
之
（
平
戸
地
区
）

感
　
謝

― 

香
典
返
し 

―

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

◦
山
口
光
徳
様
（
出
津
）

　

故
ペ
ト
ロ
山
口
繁
光
様

　

右
の
方
か
ら
ご
寄
付
・
ご

芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。
お
礼

と
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
教
区
主
催
追
悼
ミ
サ　

11

月
５
日
（
日
）
13
時
30
分
、

福
江
教
会
。

▼
自
死
さ
れ
た
方
々
の
た
め

の
追
悼
ミ
サ　

11
月
25
日
㈯

14
時
、西
坂
・
聖
フ
ィ
リ
ッ

ポ
教
会
。
ゆ
り
の
会
主
催
。

教
区
人
権
委
員
会
協
力
。　

問
合
先
・
鳥
巣
シ
オ
リ

℡
０
９
０‐９
４
８
８‐７
９
３
１


